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 ２学期も○す○い○か …いい行動で輝くステキな大人に！！   校長   内藤千春 

  大きな学校行事の輝鳥祭をはじめ、学んだことを

お披露目する機会が多い２学期。みんなとたのしく

学び、活動して一人一人が成長するために、心がけ

てもらいたいことを“２学期のおすすめすいか”とい

うことで始業式に話をしました。(左図) 

 “いい行動”を積み重ねて行くことで、自分で自分

を鍛え、いい行動が醸成し、輝くステキな大人にな

れます。だからこそ、いい行動をなるべく増やして

いくことが大切です。 

 そこで、いい行動っ

てどういう行動か“自分事”として考えることから始めましょう。ヒントとし

て以前に朝会で話した心の中にいる白い狼にエサをあげることは“いい

行動”です。自分の弱い心を強い心に変えていくことにつながります。 

 転んでしまった人を見かけたら…痛そうだな。大

丈夫と声をかけたり、道具を拾ってあげたり、立ち上がるまでそばにいたり、転ん

でしまった人の気持ちを考えることが“いい行動”のヒントとなります。おそらく、

自分が転んだ時に痛くて、恥ずかしくて…そんな体験をヒントに“いい行動”はこ

れだと自分で導きだした考えとなります。ゆえに、いろいろな活動をやってみる

こと、体験することは“いい行動”を考える力となります。 

しかし、学校生活の集団（みんなの中）でおこなう行事は、自分は何をすればよいかわからない時はあ

りませんか？これは他人事状態です。みんなの中での”いい行動“はむずかしい応用問題となります。な

かなか一人では答えを導き出すことは難しいです。だからこそ、学級でこの応用問題をみんなで解き合

って、”いい行動”はこれだと自信をもち、自分事として活動しましょう。“いい行動”を考え自分事として

実行する。このように訓練することで、輝くステキな大人に近づきます。 さて、文化の部のねらいは、

班のメンバーと協力してお客さんに喜んでもらう（貢献活動）ことです。みんなでいい行動が満載の２学

期にしましょう。 
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確かな知恵と知的探究心を基盤として、自ら学び主体的に考える力と     

たくましく生きる力を身につけた子どもを育成する。                         6.30                                                                                                                                                                                                                                                                      

  

応用問題   輝鳥祭の活動を通して“いい行動”とは… 

3ステージ用（６年生も）＝リーダーとしてねらいを達成するための“いい行動”とは？ 

2ステージ用＝フォロアーとしてねらいを達成するための“いい行動”とは？ 

1ステージ用＝メンバーとしてねらいをたっせいするための“いい行動”とは？ 




